
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定の画像読取領域が形成されると共に原稿が載置される原稿台ガラスと、前記原稿台
ガラスの下方に配置されて原稿の画像を読み取る画像読取手段と、前記画像読取領域に原
稿を搬送する原稿自動搬送装置とを備え、前記原稿台ガラスに原稿を載置しておき、前記
画像読取手段を前記原稿台ガラスの下方で所定の走査方向に走査させながら原稿の画像を
読み取る原稿固定走査モード、及び、前記画像読取領域の下方に前記画像読取手段を静止
させておき、前記原稿自動搬送装置で前記画像読取領域に原稿を搬送しながら前記画像読
取手段を用いて前記原稿の画像を前記画像読取領域で読み取る画像流読走査モード双方の
うちの何れか一方のモードを選択して原稿の画像を読み取り、この読み取った画像を記録
媒体に形成する画像形成装置において、
　前記原稿固定走査モードのときに前記原稿台ガラスに載置される原稿が突き当てられる
、前記原稿台ガラスの一端部近傍に形成された突当部材と、
　前記原稿自動搬送装置によって前記画像読取領域に搬送された原稿を所定の原稿排紙ト
レイに案内する、前記原稿台ガラスのうち前記突当部材とは反対側の他端部に形成された
搬送ガイド台とを備えたことを特徴とする画像形成装置。
【請求項２】
　前記原稿自動搬送装置によって前記画像 領域に搬送された原稿は前記原稿台ガラス
の前記一端部側から前記他端部側へ案内されることを特徴とする請求項１に記載の画像形
成装置。
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【請求項３】
　前記突当部材と搬送ガイド台のうちの少なくとも一つは、前記原稿台ガラスを固定する
原稿台フレームに一体成形されたものであることを特徴とする請求項１又は２に記載の画
像形成装置。
【請求項４】
　前記搬送ガイド台は、
　前記原稿台ガラスを固定する前記原稿台フレームに一体成形されたものであって、かつ
、
　前記原稿台ガラスを前記原稿台フレームに固定するときに前記原稿台ガラスが突き当た
ることにより前記原稿台ガラスの固定位置を決めるものであることを特徴とする請求項１
又は２に記載の画像形成装置。
【請求項５】
　前記画像読取手段が読み取った画像の現像像が形成される感光ドラムと、前記感光ドラ
ムから搬送されてきた記録媒体に現像像を定着する定着器とを備え、
　前記原稿台ガラスは、
　前記原稿台ガラスのうち前記感光ドラムを挟んで前記定着器とは反対の側の一端部に前
記画像読取領域が形成されたものであり、
　前記画像読取手段は、
　前記画像流読走査モードが選択されているときは、前記画像読取領域の下方に静止する
ものであることを特徴とする請求項１乃至４に記載の画像形成装置。
【請求項６】
　前記原稿台ガラスは、
　前記画像流読走査モードのための前記画像読取領域が形成されると共に原稿固定走査モ
ードのときに原稿が載置されるものであることを特徴とする請求項１乃至５に記載の画像
形成装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、記録媒体に画像を形成する画像形成装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来から、原稿に記録された画像を読み取り（原稿を読み取り）、この読み取った画像を
記録紙などの記録媒体に形成する画像形成装置が使用されている。原稿を読み取る方式と
しては、いわゆる流し読み方式と原稿固定方式とが知られている。
【０００３】
流し読み方式では、原稿を読み取る例えばコンタクトイメージセンサ（以下、ＣＩＳとい
う。）を原稿台ガラスの下に固定しておき、この原稿台ガラスのうちＣＩＳの上の領域（
読取領域）に原稿を通過させながらＣＩＳで原稿を読み取る。一方、原稿固定方式では、
原稿台ガラスの一端部近傍に形成された原稿突当板に原稿を突き当てて原稿台ガラスに原
稿を載置し、この状態でＣＩＳを所定の読取方向に移動させながら原稿を読み取る。
【０００４】
流し読み方式を行える画像形成装置には、原稿を搬送する搬送部材を原稿台ガラスの上の
全面に配置しておくタイプと、原稿を読取領域に給紙する給紙ユニットを原稿台ガラスの
一端部に配置しておくタイプとがある。この給紙ユニットを用いるタイプでは、原稿台ガ
ラスの上の全面に搬送部材を配置しておく必要が無いので、軽量化が図られる。
【０００５】
上記した給紙ユニットを用いるタイプの画像形成装置の従来例を、図７を参照して説明す
る。
【０００６】
図７は、従来の画像形成装置の一例を示す模式図である。
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【０００７】
画像形成装置１０は、原稿を読み取る読取部２０と、この読取部２０で読み取った画像を
記録媒体に形成する画像形成部１００に大別される。
【０００８】
読取部２０は、原稿が載置される原稿載置トレイ３２と、原稿載置トレイ３２に載置され
た原稿を、原稿が読み取られる読取領域２２に搬送する複数の搬送ローラ３４と、読取領
域２２を通過した原稿が載置される原稿排紙トレイ３６とを有する自動原稿給紙ユニット
３０を備えている。読取領域２２には、原稿が通過するプラテンガラス２４が配置されて
いる。また、プラテンガラス２４の下方には、ＣＩＳ２６が配置されている。原稿載置ト
レイ３２に載置されている原稿は複数の搬送ローラ３４によって読取領域２２に給紙され
、読取領域２２を通過しながらＣＩＳ２６で読み取られ、搬送ガイド台３８に案内されて
原稿排紙トレイ３６に排出される。
【０００９】
画像形成装置１０には、原稿を固定して読み取るための原稿台ガラス４０も備えられてい
る。また、原稿台ガラス４０の一端部近傍には、原稿台ガラス４０に載置する原稿を突き
当てる原稿突当板４２が配置されている。上記の原稿固定方式で原稿を読み取る場合は、
ユーザが原稿突当板４２に原稿を突き当てて原稿台ガラス４０上で原稿の位置決めをし、
ＣＩＳ２６を読取方向（矢印Ｅ方向）に移動させながら原稿を読み取る。
【００１０】
上記のようにして流し読み方式又は原稿固定方式で読み取られた原稿は、原稿台ガラス４
０の下方に配置された画像形成部１００において記録媒体に形成される。この画像形成部
１００の構成については図３を参照して後述する。
【００１１】
【発明が解決しようとする課題】
上記した画像形成装置１０では、流し読み方式には搬送ガイド台３８、原稿固定方式には
原稿突当板４２が必須の構成部品となり、搬送ガイド台３８やプラテンガラス２４は原稿
突当板４２を避けるために原稿突当板４２の外側に配置されている。従って、流し読みの
ためのプラテンガラス２４が原稿台ガラス４０とは別に設置されており、その分、画像形
成装置１０が大型化している。
【００１２】
本発明は、上記事情に鑑み、流し読み方式にも原稿固定方式にも対応できて、且つ従来よ
りも小型化した画像形成装置を提供することを目的とする。
【００１３】
【課題を解決するための手段】
　上記目的を達成するための本発明の画像形成装置は、所定の画像読取領域が形成される
と共に原稿が載置される原稿台ガラスと、前記原稿台ガラスの下方に配置されて原稿の画
像を読み取る画像読取手段と、前記画像読取領域に原稿を搬送する原稿自動搬送装置とを
備え、前記原稿台ガラスに原稿を載置しておき、前記画像読取手段を前記原稿台ガラスの
下方で所定の走査方向に走査させながら原稿の画像を読み取る原稿固定走査モード、及び
、前記画像読取領域の下方に前記画像読取手段を静止させておき、前記原稿自動搬送装置
で前記画像読取領域に原稿を搬送しながら前記画像読取手段を用いて前記原稿の画像を前
記画像読取領域で読み取る画像流読走査モード双方のうちの何れか一方のモードを選択し
て原稿の画像を読み取り、この読み取った画像を記録媒体に形成する画像形成装置におい
て、
（１）前記原稿固定走査モードのときに前記原稿台ガラスに載置される原稿が突き当てら
れる、前記原稿台ガラスの一端部近傍に形成された突当部材と、
（２）前記原稿自動搬送装置によって前記画像読取領域に搬送された原稿を所定の原稿排
紙トレイに案内する、前記原稿台ガラスのうち前記突当部材とは反対側の他端部に形成さ
れた搬送ガイド台とを備えたことを特徴とするものである。
【００１４】
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　ここで、
（３）前記原稿自動搬送装置によって前記画像 領域に搬送された原稿は前記原稿台ガ
ラスの前記一端部側から前記他端部側へ案内されるように構成してもよい。
【００１５】
　また、
（４）前記突当部材と搬送ガイド台のうちの少なくとも一つは、前記原稿台ガラスを固定
する原稿台フレームに一体成形されたものであってもよい。
【００１６】
　さらに、
（５）前記搬送ガイド台は、前記原稿台ガラスを固定する前記原稿台フレームに一体成形
されたものであって、かつ、前記原稿台ガラスを前記原稿台フレームに固定するときに前
記原稿台ガラスが突き当たることにより前記原稿台ガラスの固定位置を決めるものであっ
てもよい。
【００１７】
　さらにまた、
（６）前記画像読取手段が読み取った画像の現像像が形成される感光ドラムと、前記感光
ドラムから搬送されてきた記録媒体に現像像を定着する定着器とを備え、
（７）前記原稿台ガラスは、前記原稿台ガラスのうち前記感光ドラムを挟んで前記定着器
とは反対の側の一端部に前記画像読取領域が形成されたものであり、
（８）前記画像読取手段は、前記画像流読走査モードが選択されているときは、前記画像
読取領域の下方に静止するものであってもよい。
さらにまた、
（９）前記原稿台ガラスは、前記画像流読走査モードのための前記画像読取領域が形成さ
れると共に原稿固定走査モードのときに原稿が載置されるものであってもよい。
【００１８】
【発明の実施の形態】
図面を参照して本発明の実施形態を説明する。
［第１実施形態］
【００１９】
図１と図２を参照して本発明の画像形成装置の第１実施形態を説明する。
【００２０】
図１は、本発明の画像形成装置の第１実施形態であるデジタル複写機の外観を示す斜視図
である。図２は、原稿圧着板を開いた図１のデジタル複写機の外観を示す斜視図である。
【００２１】
複写機５０は、原稿に記録された画像を読み取るための複数の部品が組み込まれた第１筐
体６０と、画像を記録媒体に形成するための複数の部品が組み込まれた第２筐体（画像形
成部）１００とを有する。第２筐体１００は、図に示すように、第１筐体６０の下に配置
されている。従って、第１筐体６０は第２筐体１００に載置されていることとなる。
【００２２】
複写機５０の頂面には開閉自在な直方体状の原稿圧着板６２が配置されている。原稿圧着
板６２の下には、周知の光学系（図示せず）が組み込まれた光学用筐体６４が配置されて
いる。光学系には光源ＬＥＤ（図示せず）などが備えられている。光学用筐体６４の上面
（上壁）は、原稿が載置される原稿台ガラス６１である。原稿圧着板６２と光学用筐体６
４によって、第１筐体６０が構成されている。
【００２３】
原稿台ガラス６１のうち感光ドラム１１２（図３参照）を挟んで定着器１２６とは反対の
側の一端部には、原稿の画像が読み取られる画像読取領域８２が形成されている。また、
画像読取領域８２よりもやや矢印Ｂ方向下流側には、画像読取領域８２に搬送されてきた
原稿を排紙トレイ８６に案内する搬送ガイド台９５が形成されている。搬送ガイド台９５
は、矢印Ａ，Ｂ方向に直交する方向に延びる細長いものである。搬送ガイド台９５には、
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原稿が接触しながら上方に案内される斜面９５ａが形成されている。一方、原稿台ガラス
６１のうち、搬送ガイド台９５が形成された一端部とは反対側の他端部には、原稿台ガラ
ス６１に載置される原稿が突き当てられる突当板６７（本発明にいう突当部材の一例であ
る）が形成されている。この突当板６７は、矢印Ａ，Ｂ方向に直交する方向に延びる細長
いものである。上記のように、一枚の原稿台ガラス６１の両端側にそれぞれ搬送ガイド台
９５と突当板６７を形成したので、２枚の原稿台ガラスを必要としない。従って、その分
、部品点数を減らして複写機５０を小型化できる。
【００２４】
原稿圧着板６２には、原稿を自動的に給紙する原稿自動搬送装置８０が組み込まれている
。この原稿自動搬送装置８０については、図３などを参照して後述する。
【００２５】
第２筐体１００のうち、第１筐体６０よりも手前側（正面側）には、複写枚数などが入力
される操作パネル１０２が配置されている。第２筐体１００の下部には、複数枚のカット
紙が収容されるカセット１０４が第２筐体１００に出し入れ自在に備えられている。第２
筐体１００の右側壁には、葉書などの小サイズの記録紙を給紙できる矩形状の手差しトレ
イ１０６が備えられている。この手差しトレイ１０６は、下辺部１０６ａを中心にして矢
印Ｃ方向（図３参照）に回動し、記録媒体を載置できる位置まで開く。また、第２筐体１
００の左側部分には空間が形成されており、排出された記録紙が積載される排紙トレイ１
０８が形成されている。
【００２６】
図３を参照して、複写機５０で画像を形成する手順などを説明する。
【００２７】
図３は、複写機の内部構造を示す模式図である。
【００２８】
複写機５０では、原稿に記録された画像を記録媒体に形成する際に、流し読み方式及び原
稿固定方式を選択できる。
【００２９】
原稿固定方式を選択した場合は、先ず原稿圧着板６２を開き、原稿台ガラス６１の上面に
原稿を載置し、この原稿を原稿圧着板６２で押さえて固定する。次に、所定の操作ボタン
等を押すことにより、光学用筐体６４に組み込まれたＣＩＳ（コンタクトイメージセンサ
）６５（本発明にいう読取手段の一例である）が二点鎖線で示す位置から矢印Ｂ方向に走
査する。このＣＩＳ６５によって、原稿に記録された画像が読み取られる。読み取られた
画像はデジタル信号に変換され、このデジタル信号はレーザスキャナ１１０に送信される
。なお、原稿台ガラス６１は、光学用筐体６４に形成された矩形状の原稿台フレーム６３
に固定されている。また、ＣＩＳ６５は画像読取ユニット６８に組み込まれている。画像
読取ユニット６８は、駆動モータ（図示せず）や駆動ベルト（図示せず）で駆動されてガ
イド軸６９に案内されながら矢印Ａ，Ｂ方向に移動する。
【００３０】
上記した原稿台ガラス６１は、光学用筐体６４に形成された矩形状の原稿台フレーム６３
に固定されている。この原稿台フレーム６３のうち原稿台ガラス６１の一端部６１ａの近
傍には、原稿台ガラス６１に原稿を載置する際にこの原稿を突き当てる原稿突当板６７（
本発明にいう原稿突当部材の一例である）が形成されている。この原稿突当板６７は、矢
印Ａ，Ｂ方向に直交する方向に延びるものであり、原稿を原稿台ガラス６１に載置すると
きに原稿の位置決めをするためのものである。
【００３１】
流し読み方式を選択した場合について説明する。
【００３２】
原稿を流し読みするために、複写機５０には自動原稿給紙ユニット８０が備えられている
。自動原稿給紙ユニット８０は、原稿に記録された画像が読み取られる（原稿が読み取ら
れる）読取領域８２を原稿が通過するようにこの原稿を自動的に給紙するものである。読
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取領域８２は、原稿台ガラス６１の矢印Ｂ方向下流側部分に形成されており、矢印Ｂ方向
に直交する方向に延びている。なお、複写機５０で流し読み方式を選択した場合は、原稿
台ガラス６１を挟んで読取領域８２とは反対の側（原稿台ガラス６１の下側）にＣＩＳ６
５が移動している。
【００３３】
自動原稿給紙ユニット８０には、原稿が載置される原稿載置トレイ８４、読取領域８２を
通過した原稿が載置される原稿排紙トレイ８６が形成されている。また、自動原稿給紙ユ
ニット８０には、原稿載置トレイ８４に載置された原稿を読取領域８２を通過させて原稿
排紙トレイ８６まで搬送する複数のローラ（給紙ローラ９０やレジストローラ対９２など
）が組み込まれている。
【００３４】
原稿載置トレイ８４に載置された原稿は給紙口９０ａから給紙ローラ９０によってレジス
トローラ対９２に給紙され、ここで斜行を矯正される。斜行を矯正された原稿は、レジス
トローラ対９２によってプラテンローラ９４まで搬送されて読取領域８２を通過する。こ
の読取領域８２にはＣＩＳ６５が位置しており、読取領域８２を通過する原稿はＣＩＳ６
５に読み取られる。読み取られた画像はデジタル信号に変換され、このデジタル信号はレ
ーザスキャナ１１０に送信される。
【００３５】
読取領域８２を通過した原稿は、原稿を上方に向ける斜面が形成された搬送ガイド台９５
によって反転ローラ９６に案内される。反転ローラ９６は原稿を反転させて排紙ローラ９
８まで搬送する。排紙ローラ９８に搬送された原稿は、この排紙ローラ９８によって原稿
排紙トレイ８６に排出される。
【００３６】
上述したように複写機５０では、流し読み方式及び原稿固定方式のいずれであっても、読
み取られた原稿の画像はデジタル信号に変換され、このデジタル信号はレーザスキャナ１
１０に送信される。レーザスキャナ１１０に送信された信号はレーザ光に変換されて、こ
のレーザ光は、高速で回転するスキャナミラー１１０ａ、折り返しミラー１１０ｂを経由
して感光ドラム１１２に照射される。感光ドラム１１２は帯電器１１１によって一様に帯
電されており、レーザ光が照射された感光ドラム１１２には静電潜像が形成される。この
静電潜像は現像ローラ１１４から供給された現像剤で現像されて現像像が形成される。
【００３７】
一方、カセット１０４からは記録紙などの記録媒体が給紙ローラ１１６によって矢印Ｄ方
向（給紙方向）に給紙され、搬送ローラ１１８とレジストローラ１２０によって転写器１
２２に搬送される。転写器１２２では、搬送されてきた記録媒体に感光ドラム１１２の現
像像が転写される。現像像が転写された記録媒体は搬送装置１２４によって定着器１２６
に搬送される。定着器１２６には定着ローラ１２６ａと加圧ローラ１２６ｂが配置されて
おり、これら２つのローラ１２６ａ，１２６ｂに記録媒体が挟まれながら搬送されて、現
像像が記録媒体に定着される。このようにして現像像が定着された記録媒体は排紙ローラ
１２８によって排出されて排紙トレイ１０８に積載される。
【００３８】
なお、手差しトレイ１０６から記録媒体を給紙することもでき、手差しトレイ１０６から
給紙された記録媒体に画像が形成される手順も上記と同じである。また、複写機５０には
、各種部品を駆動するための電源及び電気部品が装着された電装基板１２９も内蔵されて
いる。
【００３９】
上述したように複写機５０には種々の部品や部材が組み込まれている。これらの部品のう
ち、帯電器１１１、感光ドラム１１２、及び現像ローラ１１４などはプロセスカートリッ
ジ１３０に組み込まれている。このプロセスカートリッジ１３０は複写機５０に着脱自在
に装着されている。
【００４０】
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図４と図５を参照して、原稿台ガラス６１やその周辺の部材について説明する。
【００４１】
図４は、原稿圧着板を取り除いた複写機を上から見た上面図である。図５は、自動原稿給
紙ユニットによって原稿を給紙する状態を模式的に示す斜視図である。
【００４２】
上述したように、光学用筐体６４には、原稿台フレーム６３が形成されている。この原稿
台フレーム６３には、上記の搬送ガイド台９５が射出成型などによって一体に形成されて
いる。このため、搬送ガイド台９５を原稿台フレーム６３とは別の位置に形成したときに
比べて複写機５０を小型化できる。また、搬送ガイド台９５を原稿台フレーム６３とは別
の部品にしたときに比べて部品点数を削減できる。
【００４３】
また、原稿台フレーム６３に原稿台ガラス６１を固定するときに原稿台ガラス６１が搬送
ガイド台９５に突き当たる。従って、搬送ガイド台９５によって原稿台ガラス６１の固定
位置が決められるので、搬送ガイド台９５が原稿台ガラス６１の位置決め部材を兼ねるこ
ととなり、その分、部品点数を少なくできる。
【００４４】
ところで、原稿台ガラス６１の一端部近傍には、原稿固定方式を選択した場合、原稿台ガ
ラス６１に載置する原稿を突き当てて位置決めするための原稿突当板６７が形成されてい
る。一方、上記した搬送ガイド台９５は、原稿台ガラス６１の一端部とは反対の側の他端
部の近傍に形成されている。従って、自動原稿給紙ユニット８０を原稿台ガラス６１の他
端部近傍に配置できることとなる。この逆に、自動原稿給紙ユニット８０を原稿台ガラス
６１の一端部近傍に配置する構成にした場合は、原稿台ガラス６１を広くする（若しくは
、原稿台ガラスとは別の小さな原稿台ガラスを配置する）必要があるので、その分、原稿
台フレーム６３が大きく（広く）なる。このように複写機５０では、一枚の原稿台ガラス
６１の両端側にそれぞれ搬送ガイド９５と原稿突当板６７を形成したので２枚の原稿台ガ
ラスを必要とせず、原稿台フレーム６３を小さくできるので、その分、複写機５０を小型
化できる。
【００４５】
また、複写機５０では、原稿台ガラス６１に載置された原稿をＣＩＳ６５が読み取るとき
は、原稿突当板６７の近傍からＣＩＳ６５が原稿を読み取り始め、ＣＩＳ６５が矢印Ｂ方
向に移動しながら原稿を読み取り続ける。従って、原稿突当板６７の近傍にＣＩＳ６５を
停止させておくことにより、原稿の読み取りを速やかに開始できる。
［第２実施形態］
【００４６】
図６を参照して第２実施形態のデジタル複写機１５０（本発明にいう第２の発明の画像形
成装置である）を説明する。
【００４７】
図６は、第２実施形態のデジタル複写機の内部構造を示す模式図である。
【００４８】
第２実施形態のデジタル複写機１５０の基本的構造は第１実施形態のデジタル複写機５０
と同じであり、図１や図２に示された構成要素と同一の構成要素には同一の符号が付され
ている。
【００４９】
デジタル複写機１５０では、原稿に記録された画像を記録媒体に形成するに当り、原稿固
定走査モード及び画像流読走査モードを選択できる。原稿固定走査モードとは、原稿台ガ
ラス６１に原稿を載置しておき、ＣＩＳ（コンタクトイメージセンサ）６５（本発明にい
う読取手段の一例である）を原稿台ガラス６１の下方で矢印Ｂ方向（走査方向）に走査さ
せながら原稿の画像を読み取るモードである。一方、画像流読走査モードとは、画像読取
領域８２の下方にＣＩＳ６５を静止させておき、原稿自動搬送装置８０で画像読取領域８
２に原稿を搬送しながらこの原稿の画像をＣＩＳ６５を用いて画像読取領域８２で読み取
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るモードである。
【００５０】
原稿固定走査モードを選択した場合は、先ず原稿圧着板６２を開き、原稿台ガラス６１の
上面に原稿を載置して突当板１５２に突き当てることにより位置決めし、この原稿を原稿
圧着板６２で押さえて固定する。次に、所定の操作ボタン等を押すことにより、光学用筐
体６４に組み込まれたＣＩＳ６５が二点鎖線で示す位置から矢印Ｂ方向に走査する。この
ＣＩＳ６５によって、原稿に記録された画像が読み取られる。読み取られた画像はデジタ
ル信号に変換され、このデジタル信号はレーザスキャナ１１０に送信される。なお、原稿
台ガラス６１は、光学用筐体６４に形成された矩形状の原稿台フレーム６３に固定されて
いる。また、ＣＩＳ６５は画像読取ユニット６８に組み込まれている。画像読取ユニット
６８は、駆動モータ（図示せず）や駆動ベルト（図示せず）で駆動されてガイド軸６９に
案内されながら矢印Ａ，Ｂ方向に移動する。
【００５１】
画像流読走査モードを選択した場合について説明する。
【００５２】
原稿を流し読みするために、デジタル複写機１５０には原稿自動搬送装置８０が備えられ
ている。原稿自動搬送装置８０は、原稿に記録された画像が読み取られる（原稿の画像が
読み取られる）画像読取領域８２を原稿が通過するようにこの原稿を自動的に給紙するも
のである。画像読取領域８２は、上述したように、原稿台ガラス６１の矢印Ｂ方向上流側
部分に形成されており、矢印Ｂ方向に直交する方向に延びている。また、デジタル複写機
１５０で画像流読走査モードを採用する場合は、原稿台ガラス６１を挟んで画像読取領域
８２とは反対の側（原稿台ガラス６１の下側）にＣＩＳ６５が静止している。
【００５３】
上記した画像読取領域８２は、原稿台ガラス６１のうち感光ドラム１１２を挟んで定着器
１２６とは反対の側の一端部に形成されている。また、画像流読走査モードでは読み取り
原稿が多いと、ＣＩＳ６５の静止時間は長くなる。ＣＩＳ６５は、一般に、熱に弱いが、
本実施形態の画像流読走査モードでは、静止しているＣＩＳ６５が定着器１２６から離れ
ている。従って、定着器１２６で発生する熱の影響をＣＩＳ６５が受けにくい。この結果
、デジタル複写機１５０には、ＣＩＳ６５を冷却する冷却装置などが不要である。このた
め、部品点数を減少できるので、デジタル複写機１５０を小型化できる。
【００５４】
原稿自動搬送装置８０には、原稿が載置される原稿載置トレイ８４、画像読取領域８２を
通過した原稿が載置される原稿排紙トレイ８６が形成されている。また、原稿自動搬送装
置８０には、原稿載置トレイ８４に載置された原稿を、画像読取領域８２を通過させて原
稿排紙トレイ８６まで搬送する複数のローラ（給紙ローラ９０やレジストローラ対９２な
ど）が組み込まれている。
【００５５】
原稿載置トレイ８４に載置された原稿は給紙口９０ａから給紙ローラ９０によってレジス
トローラ対９２に給紙され、ここで斜行を矯正される。斜行を矯正された原稿は、レジス
トローラ対９２によってプラテンローラ９４まで搬送されて画像読取領域８２を通過する
。プラテンローラ９４の長手方向両端部には、そのローラ面と原稿台ガラス６１の上面と
に隙間を形成するためのスペーサ（図示せず）が設けられている。このスペーサによって
、原稿の画像面を原稿台ガラス６１の上面に接近させながらこの原稿を搬送できる。なお
、給紙ローラ９０の近傍には、記録媒体の有無を検知する検知センサ９１が配置されてい
る。
【００５６】
画像読取領域８２の下方にはＣＩＳ６５が位置しており、画像読取領域８２を通過する原
稿は、ＬＥＤ（図示せず）に照明されてＣＩＳ６５に読み取られる。読み取られた画像は
デジタル信号に変換され、このデジタル信号はレーザスキャナ１１０に送信される。
【００５７】
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画像読取領域８２を通過した原稿は、原稿を上方に向ける斜面１５４ａが形成された搬送
ガイド台１５４によって反転ローラ９６に案内される。反転ローラ９６は原稿を反転させ
て排紙ローラ９８まで搬送する。排紙ローラ９８に搬送された原稿は、この排紙ローラ９
８によって原稿排紙トレイ８６に排出される。
【００５８】
上述したようにデジタル複写機１５０では、画像流読走査モード及び原稿固定走査モード
のいずれであっても、読み取られた原稿の画像はデジタル信号に変換され、このデジタル
信号はレーザスキャナ１１０に送信される。レーザスキャナ１１０に送信された信号はレ
ーザ光に変換されて、このレーザ光は、高速で回転するスキャナミラー１１０ａ、折り返
しミラー１１０ｂを経由して感光ドラム１１２に照射される。感光ドラム１１２は帯電器
１１１によって一様に帯電されており、レーザ光が照射された感光ドラム１１２には静電
潜像が形成される。この静電潜像は現像ローラ１１４から供給された現像剤で現像されて
現像像が形成される。
【００５９】
一方、カセット１０４からは記録紙などの記録媒体が給紙ローラ１１６によって矢印Ｄ方
向（給紙方向）に給紙され、搬送ローラ１１８とレジストローラ１２０によって転写器１
２２に搬送される。転写器１２２では、搬送されてきた記録媒体に感光ドラム１１２の現
像像が転写される。現像像が転写された記録媒体は搬送装置１２４によって定着器１２６
に搬送される。定着器１２６には加熱ローラ１２６ａと加圧ローラ１２６ｂが配置されて
おり、これら２つのローラ１２６ａ，１２６ｂに記録媒体が挟まれながら搬送されて、現
像像が記録媒体に定着される。このようにして現像像が定着された記録媒体は排紙ローラ
１２８によって排出されて排紙トレイ１０８に積載される。
【００６０】
なお、上述した定着器１２６の加熱ローラ１２６ａには、ヒータ１２６ｃが内蔵されてい
る。ヒータ１２６ｃは、記録媒体に画像を形成するときは加熱されるが、記録媒体に画像
を形成しないときは加熱されないように制御されており、いわゆるオンデマンド方式であ
る。
【００６１】
【発明の効果】
以上説明したように本発明の画像形成装置では、前記原稿台ガラスに載置された原稿が突
き当たる原稿突当部材が前記原稿台ガラスの一端部近傍に形成されたものであり、前記搬
送ガイド台は、前記原稿台ガラスのうち前記一端部とは反対側の他端部の近傍に形成され
たものである場合は、自動原稿給紙ユニットを原稿台ガラスの他端部近傍に配置できるこ
ととなるので、原稿台ガラスを広くして（若しくは、原稿台ガラスとは別の小さな原稿台
ガラスを配置して）自動原稿給紙ユニットを原稿台ガラスの一端部近傍に配置する構成に
比べて原稿台フレームを小さくできる。従って、原稿台フレームを小さく出来る分だけ、
画像形成装置を小型化できる。
【００６２】
ここで、前記突当部材と搬送ガイド台のうちの少なくとも一つは、前記原稿台ガラスを固
定する原稿台フレームに一体成形されたものである場合は、これらを容易に作製でき、部
品点数も少なくできる。
【００６３】
また、前記搬送ガイド台は、前記原稿台ガラスを固定する前記原稿台フレームに一体成形
されたものであって、かつ、前記原稿台ガラスを前記原稿台フレームに固定するときに該
原稿台ガラスが突き当たることにより該原稿台ガラスの固定位置を決めるものである場合
は、搬送ガイド台が原稿台ガラスの位置決め部材を兼ねるので、その分、部品点数を少な
くできる。
【００６４】
さらに、前記画像読取手段が読み取った画像の現像像が形成される感光ドラムと、該感光
ドラムから搬送されてきた記録媒体に現像像を定着する定着器とを備え、前記原稿台ガラ
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スは、該原稿台ガラスのうち前記感光ドラムを挟んで前記定着器とは反対の側の一端部に
前記画像読取領域が形成されたものであり、前記画像読取手段は、前記画像流読走査モー
ドが選択されているときは、前記画像読取領域の下方に静止するものである場合は、原稿
台ガラスのうち感光ドラムを挟んで定着器とは反対の側の一端部に画像読取領域が形成さ
れているので、画像流読走査モードのときは画像読取手段が定着器から離れている。この
ため、定着器で発生する熱の影響を画像読取手段は受けにくい。従って、画像読取手段が
熱に弱いものであってもこの画像読取手段を冷却する冷却装置等が不要であり、その分、
部品点数を減少できる。この結果、画像形成装置を小型化できる。
【００６５】
さらにまた、前記原稿台ガラスは、前記画像流読走査モードのための前記画像読取領域が
形成されると共に原稿固定走査モードのときに原稿が載置されるものである場合は、画像
流読走査モード及び原稿固定走査モード双方ともに一枚の同じ原稿台ガラスを使用するの
で、二枚の原稿台ガラスを必要としない。従って、その分、部品点数をいっそう減少でき
ると共に画像形成装置を小型化できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の画像形成装置の一実施形態であるデジタル複写機の外観を示す斜視図で
ある。
【図２】原稿圧着板を開いた図１のデジタル複写機の外観を示す斜視図である。
【図３】図１の複写機の内部構造を示す模式図である。
【図４】原稿圧着板を取り除いた複写機を上から見た上面図である。
【図５】自動原稿給紙ユニットによって原稿を給紙する状態を模式的に示す斜視図である
。
【図６】第２実施形態のデジタル複写機の内部構造を示す模式図である。
【図７】従来の画像形成装置の一例を示す模式図である。
【符号の説明】
５０，１５０　複写機
６１　原稿台ガラス
６５　コンタクトイメージセンサ
６７，１５２　原稿突当板
８０　自動原稿給紙ユニット
８２　読取領域
８４　原稿載置トレイ
８６　原稿排紙トレイ
９５，１５４　搬送ガイド台
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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